
現代の周期律表

メンデーレフの作った周期律表は、原子の中身を示唆するものでした。
原子番号は、原子内の（実は原子核内）＋電荷の数であり、またーの電荷（電子）の数で
す。当時はそんな内部構造を考えていた訳ではなく、何やら列べると良く似た性質の原子
が現れるとても良い指標でした。質量数は水素を１とすると多くの原子は整数に近く、中
身が透けて見えるようです。

たくさん不思議なものがあればうまく並べてみる事は分類とか仕分けとして重要な手法で
す。
現代の素粒子も１７種類もあれば充分たくさんで、周期律表と読んで良いかもしれない形
になっています。きっとなにかの意味を持っているはずですが、いまは分かりません。



きっと後世になるとこういう事だったと理解できる日がくるのでしょう。
特にクオークとレプトンの３世代の繰り返しは不思議でなりません。質量だけが大きな粒
子群の存在理由は、人類としては知りたいところです。たとえ宇宙の成り立ちの過程で
我々の前から消えてしまったとしても。。。

はたまた、この表にダークマターを書き入れる日はくるのでしょうか？
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この素粒子周期表を、メンデレーエフの周期表のごとく描いてみました。
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